
平
成
14
年
度
の
市
立
幼
稚
園
入

園
児
の
定
員
に
左
表
の
と
お
り
若

干
の
空
き
が
あ
り
ま
す
。
入
園
を

ご
希
望
の
方
は
各
幼
稚
園
に
お
早

２００２・２・３�　幼稚園児追加募集 広報

独
自
の
歴
史
と
私
立
な
ら
で
は
の

保
育
方
針
を
持
っ
て
幼
児
教
育
を

実
践
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は

各
園
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。∞

文
書
課
ò
内
線
２
２
１
３

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

∞
学
務
課
ò
内
線
３
２
３
４

市
内
17
の
私
立
幼
稚
園
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
地
域
に
密
着
し
な
が
ら

家
）、北
浦
信
一
郎
、高
橋
信
行
、福

田
美
蘭
、
前
川
知
美
、
安
田
千
絵
、

山
崎
美
弥
子（
以
上
現
代
美
術
家
）

【
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

◆
公
開
制
作
「
３
人
の
絵
師
に
よ
る

同
時
公
開
制
作
」

現
役
の
銭
湯
ペ

ン
キ
絵
師
３
人
が
展
示
会
場
で
ペ
ン

キ
絵
を
制
作
し
ま
す
。
町
田
忍
さ
ん

の
実
況
解
説
付
き
。

▽
３
月
２
日
—
午
前
11
時
か
ら
、
芸

術
文
化
セ
ン
タ
U

地
下
１
階
ア
U

ト

ス
タ
ジ
オ
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

高
山
小
学
校
で
、
道
徳
授
業
地

区
公
開
講
座
と
わ
か
竹
学
級
（
肢

体
不
自
由
学
級
）
の
公
開
を
同
時

開
催
し
ま
す
。

▽
２
月
６
日
Œ
午
後
１
時
20
分
〜

２
時
５
分
＝
公
開
授
業
、
２
時
15

分
〜
４
時
15
分
＝
青
少
年
育
成
ア

ド
バ
イ
ザ
U

・
笹
島
千
代
子
さ
ん

に
よ
る
講
演
「
心
を
育
て
る
家
庭

教
育
〜
親
と
子
の
心
の
か
け
は
し

を
も
う
一
度
〜
」

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
午
後
１

　　　　　　市立幼稚園 （平成１４年１月２８日現在）

電話番号所 在 地
平成１４年度募集

幼稚園名
５歳児４歳児

４３‐４４６０上連雀４‐１２‐２６ありありちどり幼稚園

４５‐４４０６新川６‐７‐８なしなしこじか幼稚園

３２‐６２９４大沢２‐２‐５２ありあり大沢台幼稚園
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平
成
14
年
度
小
・
中
学
校
入
学

予
定
者
（
小
学
校
＝
平
成
７
年
４

月
２
日
〜
平
成
８
年
４
月
１
日
生

ま
れ
、
中
学
校
＝
平
成
元
年
４
月

２
日
〜
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
の
方
に
「
就
学
通
知
書
」

（
往
復
は
が
き
）
を
郵
送
し
ま
し

た
。
返
信
用
は
が
き
（
進
路
予
定

調
査
票
）
を
ま
だ
返
送
し
て
い
な

い
方
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
国
立
・
私
立
の
小
・
中

学
校
へ
入
学
す
る
方
は
、
就
学
通

知
書
に
「
入
学
承
諾
書
（
入
学
許

可
証
）
」
を
添
え
て
、
２
月
12
日

Õ
ま
で
に
学
務
課
（
教
育
セ
ン
タ

U

１
階
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
）。
な
お
、住
所
な
ど
に

変
更
が
生
じ
た
場
合
も
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

∞
学
務
課
ò
内
線
３
２
３
４

「
み
た
か
再
発
見
〜
人
・
緑
・

水
・
光
in
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
」
を
テ
U

マ
に
、
414
点
の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
た

「
第
７
回
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
審
査
が
１
月
16
日
に
行

わ
れ
、
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た

（
金
賞
・
銀
賞
受
賞
写
真
は
12
面
に

掲
載
）。

全
体
の
講
評
と
し
て
、
第
１
回
コ

ン
テ
ス
ト
か
ら
審
査
に
当
た
っ
て
い

る
Ｊ
Ｃ
Ｉ
Ｉ
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
の
佐
伯

恪
五
郎
さ
ん
（
井
口
在
住
・
元
カ
メ

ラ
毎
日
編
集
長
）
は
、「
全
体
的
に

動
き
の
あ
る
作
品
が
多
く
、
カ
ラ
U

フ
ィ
ル
ム
の
進
歩
に
よ
り
作
者
の
ね

ら
い
が
忠
実
に
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
作
品
の
レ
ベ
ル
が
全
体
的
に
上

が
っ
て
い
ま
す
」、
マ
ル
チ
タ
レ
ン

ト
の
ケ
イ
・
ア
ン
ナ
さ
ん
（
下
連
雀

在
住
）
も
「
暖
か
い
作
品
が
多
く
、

楽
し
く
審
査
が
で
き
ま
し
た
」
と
コ

メ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
次

回
は
あ
な
た
も
応
募
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

オ
フ
ロ
・
ア
ー
ト

銭
湯
の
背
景
画
展

ペ
ン
キ
絵
公
開
制
作
や
鑑
賞
ツ
ア
ー
も

◆
講
演
会
「
の
れ
ん
の
先
は
極
楽
浄

土
〜
銭
湯
建
築
に
み
る
日
本
人
の
美

意
識
」

▽
３
月
３
日
À
午
後
２
時
か
ら
、
芸

術
文
化
セ
ン
タ
U

２
階
会
議
室
で
。

町
田
忍
さ
ん
に
よ
る
講
演
。

▼
芸
術
文
化
振
興
財
団
ò
47
―
５
１

２
２
へ
申
し
込
む
。
先
着
50
人
。

◆
ワ
U

ク
シ
ョ
ッ
プ

fl
「
お
ふ
ろ
ア
U

テ
ィ
ス
ト
に
な
る

ぞ
」

小
学
生
対
象
。
銭
湯
の
ペ
ン

キ
絵
を
見
学
し
た
後
、
展
覧
会
場
で

ペ
ン
キ
絵
に
挑
戦
。

▽
３
月
９
日
—
・
10
日
À
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
。
講
師
は
現
代
美
術
家

の
山
崎
美
弥
子
さ
ん
。
受
講
料
３
千

円
。

‡
「
銭
湯
背
景
画
鑑
賞
ツ
ア
U

」

現
役
絵
師
の
公
開
制
作
と
展
示

の
ほ
か
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
背
景
画
や

現
代
作
家
に
よ
る
「
現
代
版
銭
湯

背
景
画
」
を
紹
介
。
銭
湯
に
関
す

る
著
作
の
多
い
庶
民
文
化
研
究
家

の
町
田
忍
さ
ん
に
よ
る
関
連
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
。

▽
３
月
２
日
—
〜
24
日
À
（
月
曜

日
を
除
く
）
午
前
11
時
〜
午
後
７

時
、
芸
術
文
化
セ
ン
タ
U

で
。

◆
出
品
作
家

丸
山
清
人
、
早
川

利
光
、
中
島
盛
夫
（
以
上
背
景
画

各
校
の
代
表
生
徒
が
筆
を
競
い

合
う
第
46
回
三
鷹
市
立
中
学
校
連

合
席
書
大
会
が
１
月
21
日
に
開
催

さ
れ
、
前
文
教
大
学
教
授
・
氷
田

光
風
さ
ん
と
各
校
国
語
科
教
諭
に

よ
る
審
査
の
結
果
、
次
の
み
な
さ

ん
が
入
賞
し
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

な
お
、
同
大
会
入
賞
作
品
と
、

市
立
各
小
学
校
児
童
の
書
き
初
め

代
表
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▽
２
月
12
日
Õ
〜
22
日
–
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）
。
教
育
セ
ン
タ
U

２
階
ロ

ビ
U

で
。

◆
三
鷹
市
教
育
委
員
会
賞

岡
崎
あ

き
つ
（
一
中
３
年
）
、
石
坂
み
ず
き

（
二
中
３
年
）
、
水
谷
直
子
（
三
中
３

年
）
、
山
本
純
子
（
四
中
３
年
）
、
田

中
瑠
衣（
五
中
３
年
）、板
倉
優
子
（
六

中
３
年
）、
塚
越
裕
美
（
七
中
３
年
）

◆
金
賞

福
井
美
穂
（
一
中
３
年
）
、

岡
村
静
（
一
中
３
年
）、
清
水
亜
耶
子

高
山
小
学
校

道
徳
授
業
公
開

わ
か
竹
学
級
公
開

小
・
中
学
生
の

書
道
作
品
展

断
固
た
る
決
意
と
熱
意
で

四
島
返
還
を
―

２
月
７
日
は

北
方
領
土
の
日

歯
舞
（
は
ぼ
ま
い
）
群
島
、
色

届
き
ま
し
た
か

就
学
通
知
書

「
進
路
予
定
調
査
票
」

返
送
の
お
願
い

市
立
幼
稚
園

４
・
５
歳
児

私
立
幼
稚
園

３
歳
児
か
ら

攻撃を受け放置されたタリバンの戦
車。傍らに立つ少女たちは生きるため
の物乞いをする。平和という言葉さえ
も知らない…。暫定政権発足間もない
アフガニスタンを訪れた牟礼在住の写
真家・内堀たけしさんによる１枚です。
内堀さんは12月末に同国出身の医師

レシャード＝カレッドさんに同行して、
アフガニスタンの首都カブールを目指
しました。
静岡県で開業するレシャードさんと

内堀さんが知り合ったのは、数年前の
ことです。
祖国の医療復興に一役買って出たレ

シャードさん。内堀さんも写真家とし
て何かできることがないかと思ったそ
うです。
レシャードさんから三鷹の子ども会

ほかたくさんの人の寄付による基金が
アフガンの文部大臣に手渡されました。
ひとりでも多くの人がアフガニスタ

ンのことを心に留めてほしい、この写
真展は、次の会場で見ることができま
す。
◆チャリティ・バザーzアフガンの子
どもたちのために{
牟礼東町会子ども会主催。

ë２月16日—午後０時30分～４時30分、
牟礼東地区公会堂で。フリーマーケッ
ト、手作りデザート、ユニセフコーナ
ーなど（収益金の一部をアフガン難民
支援基金（島田）に寄附します）。

≥同会ò070―6114―2171

２月16日—
牟礼東地区公会堂で

■
作
品
展

入
賞
作
品
を
含
む

応
募
作
品
（
１
人
１
点
）
を
展

示
し
ま
す
。

▽
２
月
６
日
Œ
〜
11
日
è
午
前

10
時
〜
午
後
８
時
（
６
日
は
午

後
２
時
か
ら
、
11
日
は
午
後
６

時
ま
で
）
、
三
鷹
市
美
術
ギ
ャ

ラ
リ
U

で
（
入
場
無
料
、
終
了

時
間
の
30
分
前
に
入
場
し
て
く

だ
さ
い
）。

■
表
彰
式

２
月
６
日
Œ
午
後

２
時
か
ら
、
三
鷹
市
美
術
ギ
ャ

ラ
リ
U

（
作
品
展
会
場
）
で
。

審
査
員
に
よ
る
全
体
講
評
お
よ

び
入
選
作
品
（
展
示
作
品
）
の

講
評
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
審
査
結
果
（
敬
称
略
）

【
大
判
部
門
】

◆
金
賞

原
田
恵
一
「
こ
ん
に
ち
は
」

◆
銀
賞

板
橋
久
夫
「
大
道
芸
人
」

◆
銅
賞

谷
口
誠
「
期
待
」、
高
橋
利

江
子
「
あ
〜
あ
」、
三
上
茂
「
夕
焼
け

フ
ァ
ミ
リ
U

」

◆
佳
作

永
原
正
治
「
楽
し
い
お
花

見
」、
石
川
平
吉
郎
「
影
も
踊
る
」、
吉

田
久
明
「
楽
し
い
ひ
と
と
き
」、
高
義

勉
「
よ
し
出
か
け
よ
う
い
つ
も
の
場
所

へ
」、
池
口
保
「
や
っ
た
ぞ
¿
」

【
サ
U

ビ
ス
判
部
門
】

◆
金
賞

飯
塚
伊
左
「
同
窓
会
」

◆
銀
賞

高
義
淳
子「
夢
を
た
く
す
…
」

◆
銅
賞

町
田
好
貞
「
い
つ
も
一
緒
」、

桑
原
三
千
雄
「
意
気
投
合
」、
三
木
銀

子
「
楽
し
さ
を
囲
ん
で
」

◆
佳
作

榎
本
洋
美
「
成
人
の
日
門
出

の
喜
び
」、
秋
元
辰
夫
「
校
庭
の
春
」、

板
橋
ま
り
子
「
ポ
U

ズ
」
、
秋
山
正

「
銭
洗
い
」、
滝
谷
昭
憲
「
井
の
頭
寸
景
」

【
デ
ジ
タ
ル
部
門
】

◆
金
賞

板
橋
久
夫
「
光
彩
風
景
」

◆
銀
賞

板
橋
ま
り
子
「
記
念
写
真
」

◆
銅
賞

柴
田
典
子
「
少
年
と
犬
」
、

私立幼稚園
電話番号所 在 地幼 稚 園 名

０３‐３３０８‐３５３７中原１‐７‐３８愛泉幼稚園
３１‐７４５７深大寺１‐１５‐１４（学）鶏鳴幼稚園
４４‐００３１新川４‐４‐２２（宗）春清学苑幼稚園
３１‐９６９９大沢２‐２‐１４（宗）長久寺学園幼稚園
４６‐４３３４新川６‐３５‐４（宗）フィッシャー幼稚園
４３‐２９０４下連雀４‐２０‐６三鷹幼稚園
４８‐８９０３牟礼４‐１６‐１８（学）三鷹小鳩幼稚園
４４‐６４６３下連雀６‐１５‐１０三鷹杉の子幼稚園
４３‐７４１７井の頭２‐１３‐２０三鷹台幼稚園
４５‐０６６９中原４‐１２‐２６三鷹中原幼稚園
４３‐２５６５牟礼５‐８‐４４三鷹のぞみ幼稚園
３１‐０２６０深大寺１‐３‐７三鷹双葉幼稚園
３１‐３５０８井口１‐２２‐３（学）三鷹みずほ幼稚園
４５‐２５１１上連雀８‐８‐１５三鷹若葉幼稚園
４３‐０８０６牟礼６‐１１‐３３牟礼幼稚園
４３‐７６４２井の頭５‐２４‐１明星台幼稚園
４３‐４８１４下連雀３‐４‐４４（学）明泉幼稚園
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高
校
生
以
上
の
方
対
象
。
町
田
忍
さ

ん
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
武
蔵
野

と
下
町
の
銭
湯
を
廻
っ
て
ペ
ン
キ
絵

を
見
学
し
ま
す
。
両
日
と
も
希
望
者

は
最
後
に
入
浴
し
て
締
め
く
く
り
。

▽
３
月
16
日
—
・
17
日
À
の
午
後
１

時
〜
４
時
ご
ろ
。
受
講
料
２
千
円

（
交
通
費
、
入
浴
料
別
）。

▼
fl
は
２
月
25
日
Ã
、
‡
は
３
月
４

日
Ã

（
い
ず
れ
も
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名

・
ふ
り
が
な
（
返
信
用
に
も
住
所
・

氏
名
）
・
学
年
と
性
別
（
小
学
生
の

み
）
・
電
話
番
号
を
記
入
し
「
〒
181

―
０
０
１
２
上
連
雀
６
―
12
―
14
三

鷹
市
芸
術
文
化
セ
ン
タ
U

・
ア
U

ト

ス
タ
ジ
オ
」
へ
申
し
込
む
。
定
員
各

20
人
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

丹
（
し
こ
た
ん
）
、
国
後
（
く
な

し
り
）
、
択
捉
（
え
と
ろ
ふ
）
な

ど
の
北
方
四
島
は
、
日
本
固
有
の

領
土
で
す
。
そ
し
て
、
い
ま
だ
か

え
っ
て
こ
な
い
貴
重
な
国
土
で

す
。
三
鷹
市
議
会
で
も
過
去
に
何

度
か
、
北
方
領
土
返
還
の
悲
願
を

決
議
や
意
見
書
に
託
し
、
政
府
に

働
き
か
け
て
い
ま
す
。

領
土
問
題
が
解
決
し
、
日
ロ
間

の
真
の
永
続
的
な
友
好
と
平
和
な

関
係
が
一
日
も
早
く
確
立
さ
れ
る

こ
と
、
そ
れ
が
み
ん
な
の
願
い
で

す
。∞

企
画
経
営
室
ò
内
線
２
１
１

５

鈴
木
利
男
「
安
全
を
込
め
て
」、
吉
田

久
明
「
夢
の
世
界
」

【
審
査
員
特
別
賞
】（
部
門
問
わ
ず
）

◆
佐
伯
恪
五
郎
審
査
員
特
別
賞

吉
野

徳
男
「
ふ
れ
あ
い
の
秋
」

◆
ケ
イ
・
ア
ン
ナ
審
査
員
特
別
賞

嘉

義
修
「
窓
辺
」

◆
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
審
査
員
特
別
賞

倉
澤
誠
也
「
何
が
書
け
る
か
、
フ
ェ
イ

ス
ペ
イ
ン
ト
」

【
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
賞
】（
部
門
問
わ
ず
）

前
田
五
郎
「
頑
張
る
わ
よ
」、
秋
葉

仙
太
郎
「
`

チ
ョ
ッ
ト
て
れ
ま
す
a

」、

松
永
正
行
「
慣
れ
な
い
お
ど
り
」、
福

原
正
雄
「
美
味
・
焼
肉
屋
さ
ん
」、
倉

澤
鈴
江
「
お
国
の
母
さ
ん
を
想
い
出
し

な
が
ら
（
お
料
理
）」

【
ま
ち
か
ど
発
見
賞
】（
部
門
問
わ
ず
）

渡
辺
二
男
「
道
祖
神
発
見
」、
服
部

健
一
「
そ
う
じ
も
楽
し
い
」、
反
町
求

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
頃
」、
本
郷
聡
一
「
午

後
の
陽
の
中
で
」、
千
葉
俊
廣
「
冬
景

色
」、
開
真
「
日
の
丸
通
り
」、
篠
原
良

孝
「
出
発
進
行
」、
中
西
周
子
「
光
景
」、

荻
上
明
「
井
の
頭
名
物
の
ひ
と
つ
で

す
」、
樋
上
寛
「
寒
い
朝
」

∞
㈱
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
ò
40
―

９
６
６
９

（
二
中
２
年
）
、
平
奈
津
希
（
二
中
２

年
）
、
谷
尾
鉱
太
郎
（
三
中
１
年
）
、

堀
井
万
里
（
三
中
２
年
）、
田
村
睦
心

（
四
中
２
年
）
、
依
田
由
梨
（
四
中
２

年
）
、
城
亜
美
衣
（
五
中
２
年
）
、
石

原
嘉
織
（
五
中
２
年
）
、
賀
来
紀
子

（
六
中
２
年
）
、
秋
島
明
日
香
（
六
中

３
年
）
、
立
石
彩
加
（
七
中
３
年
）
、

高
畑
翔
吾
（
七
中
２
年
）

∞
指
導
室
ò
内
線
３
２
４
３

時
10
分
か
ら
受
付
開
始
。

∞
同
校
ò
45
―
３
２
７
５


